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九
月
一
三
日
、
香
美
市
の
高
知
県

立
甫ほ

き

が

み

ね

喜
ヶ
峰
森
林
公
園
に
お
い
て
、

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門
講

座
」（
延
べ
三
日
間
の
二
日
目
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
受
講
者
一
二
名
の
う
ち

一
一
名
が
参
加
し
、
香
美
森
林
組
合

と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
「
森

の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶
楽
部
」
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
屋
内
で
の
講
義
と
し

て
、
森
の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶

楽
部
の
永
野
俊
彦
氏
か
ら
、
高
知
県

の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

続
い
て
、
香
美
森
林
組
合
の
森
本
業

務
課
長
か
ら
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
安
全

な
取
扱
方
法
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

映
像
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
屋
外
で
の
実
習
と

し
て
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
目
立
て
方
法

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
っ
て
、
立
木
の
伐
採
を
行

い
ま
し
た
。
受
講
者
は
、チ
ェ
ン
ソ
ー

の
使
用
も
山
の
現
場
に
入
る
こ
と
も

初
体
験
の
方
が
多
く
、
緊
張
し
な
が

ら
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
受

講
者
か
ら
は
、「
山
の
仕
事
の
大
変

さ
を
実
感
し
た
。」、「
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
う
の
は
面
白
い
が
、
取
扱
い
の

難
し
さ
が
わ
か
っ
た
。」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
山
の
作
業
の

大
変
さ
を
実
感
し
つ
つ
も
、
そ
の
面

白
さ
に
つ
い
て
も
感
じ
て
も
ら
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
一
一
月
に
、
木
材

利
用
に
つ
い
て
学
び
終
了
し
ま
す
。

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
伐
採
を
初
体
験

～
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門
講
座
～〈

指
導
普
及
課
〉

　
森
の
未
来
に
出
会
う
旅

～
建
築
学
科
在
籍
の
大
学
生
等
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

「
森
の
未
来
に
出
会
う
旅
」
が
、

平
成
二
一
年
八
月
二
三
日
か
ら
八

月
三
〇
日
ま
で
の
日
程
で
、
高
知
県

本
山
町
汗
見
川
ふ
れ
あ
い
の
郷
清

流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
一
九
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
で

三
回
目
と
な
り
ま
す
。
森
の
未
来
に

出
会
う
旅
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て

お
り
、
本
実
行
委
員
会
に
は
、
学
生

団
体
、
嶺
北
木
材
協
同
組
合
、（
社
）

高
知
県
森
と
緑
の
会
、（
社
）
高
知

県
建
築
設
計
監
理
協
会
、
嶺
北
林
業

振
興
事
務
所
、
木
と
人
の
出
会
い
館
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
嶺
北
活
性
化
機
構
と
と

も
に
、
四
国
森
林
管
理
局
も
実
行
委

員
会
に
参
加
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
木
造
住
宅
建
築
な
ど
の
木

材
利
用
の
推
進
役
と
な
り
得
る
建

築
学
科
等
に
在
籍
し
て
い
る
学
生

達
を
対
象
に
木
造
建
築
や
木
材
流

通
の
流
れ
、
林
業
な
ど
を
学
ぶ
宿
泊

型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

今
年
度
は
、
遠
く
は
千
葉
県
や
山

口
県
か
ら
建
築
な
ど
を
学
ぶ
大
学

生
な
ど
二
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
参
加
者
二
五
名

が
、
本
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。
建
築
の
材
料
で

あ
る
木
材
が
生
産
さ
れ
る
現
場
を

見
て
、
森
林
に
つ
い
て
学
び
た
い
な

ど
抱
負
を
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
土
佐
町
内
の
間
伐

を
実
施
し
た
人
工
林
と
間
伐
を
実

施
し
て
い
な
い
人
工
林
な
ど
を
見

学
、
森
林
整
備
の
大
切
さ
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
佐
町
内
の
原
木
市
場

や
製
材
所
な
ど
を
見
学
し
、
木
材

の
流
通
の
流
れ
を
学
び
、
汗
見
川
ふ

れ
あ
い
の
郷
清
流
館
で
は
、
木
造

の
工
法
や
設
計
な
ど
の
講
義
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、

四
組
に
分
か
れ
成
果
を
発
表
し
セ

ミ
ナ
ー
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
高

知
の
林
業
を
知
っ
て
、
視
野
が
広

が
っ
た
な
ど
の
感
想
が
記
述
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

四
国
林
政
連
絡
協
議
会
（
会
長
四

国
森
林
管
理
局
長
）
で
は
、
平
成

一
八
年
度
か
ら
、
四
国
四
県
と
の
間

で
締
結
し
た
「
四
国
の
森
づ
く
り
に

関
す
る
共
同
宣
言
」
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
四
国
の
森
林
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
四
国
の
森
づ
く
り
活
動(

「
森

林
整
備
の
推
進
」、「
木
材
の
利
用
推

進
」
及
び
「
森
林
環
境
教
育
活
動
の

推
進
」)

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
を
「
四
国
山
の
日
賞
」
と

し
て
選
定
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
四
国
の
森
づ
く
り
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
国
四

県
か
ら
二
三
団
体
の
応
募
が
あ
り
、

八
月
二
七
日
、
林
業
関
係
者
、
環
境

教
育
関
係
者
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

等
か
ら
な
る
「
四
国
山
の
日
賞
選
考

委
員
会
」
に
お
い
て
、
厳
正
か
つ
公

正
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
森
林
整
備
分
野
が
四

団
体
、
木
材
利
用
分
野
が
三
団
体

及
び
、
森
林
環
境
教
育
分
野
が
三
団

平
成
二
一
年
度
「
四
国
山

の
日
賞
」
団
体
決
定
!!

〈
指
導
普
及
課
〉

　

将
来
、
こ
れ
ら
の
学
生
達
が
、

建
築
に
木
材
を
多
く
使
用
し
、
国

産
材
利
用
が
拡
大
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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体
の
計
一
〇
団
体
を
今
年
度
の
「
四

国
山
の
日
賞
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
決
定
し
た
団
体
の
表
彰

は
、
一
〇
月
三
一
日
か
ら
一
一
月
一

日
に
、
徳
島
県
徳
島
市
及
び
勝
浦
郡

上
勝
町
で
開
催
す
る
「
四
国
の
森

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
と
く
し
ま
」

の
会
場(

表
彰
は
一
一
月
一
日
上
勝

町
高
丸
山)

に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
団
体
は
、
次
の
団

体
で
す
。

【
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森

林
整
備
分
野
】

●�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
三み

嶺う
ね

の
自

然
を
守
る
会�

（
徳
島
県
徳
島
市
）

●
か
み
か
つ
里
山
倶
楽
部

（
徳
島
県
上
勝
町
）

●
綾
川
里
山
管
理
同
好
会

（
香
川
県
綾
川
町
）

●
四
万
十

樵
き
こ
り

塾（
高
知
県
四
万
十
町
）

【
木
材
利
用
推
進
分
野
】

●
社
会
福
祉
法
人
池
田
博
愛
会

（
徳
島
県
三
好
市
）

●
株
式
会
社
も
く
さ
ん

（
徳
島
県
上
勝
町
）

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
木
と
家
の
会

（
香
川
県
高
松
市
）

【
森
林
環
境
教
育
活
動
の
推
進
分
野
】

●
那
賀
町
立
木
沢
小
学
校

（
徳
島
県
那
賀
町
）

●
株
式
会
社
大
五
木
材

（
愛
媛
県
松
山
市
）

●
さ
め
う
ら
工
房
（
高
知
県
土
佐
町
）

　

森
林
へ
の
誘
い

 

（
い
ざ
な
い
）
活
動

　

え
ひ
め
森
の
案
内
人
会

事
務
局
長　

清
水　

民
彌

○
設
立
の
経
緯

　

え
ひ
め
森
の
案
内
人
会
の
発
足

は
、
平
成
一
五
年
五
月
愛
媛
県
主

催
の
「
森
の
案
内
人
養
成
講
座
」

を
修
了
し
た
一
七
名
の
会
員
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
降
毎
年
多

く
の
修
了
生
の
入
会
が
あ
り
、
現

在
の
会
員
数
は
当
会
主
催
の
「
森

へ
の
誘
い
講
座
」
修
了
生
か
ら
の

入
会
を
含
め
一
〇
九
名
、
東
・
中
・

南
予
の
県
内
全
域
か
ら
参
加
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
会
の
目
的

　

現
在
、
人
々
の
生
活
は
森
林
と

は
ま
っ
た
く
縁
の
な
い
と
こ
ろ
で

営
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

森
林
に
対
す
る
関
心
も
低
く
な
っ

て
い
る
、
こ
こ
に
き
て
環
境
問
題
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
教
育
問
題
等
々

大
き
な
壁
に
突
き
当
た
り
閉
塞
感

に
あ
え
い
で
い
ま
す
。
こ
う
い
う

状
況
の
中
で
当
会
は
、
広
く
人
々

の
要
請
に
応
じ
た
、
様
々
な
知
識

や
技
術
を
持
っ
て
行
う
森
の
案
内

や
野
外
活
動
を
通
じ
て
、
人
々
が

森
林
と
ふ
れ
あ
い
、
森
林
に
学
び

森
林
を
育
て
る
意
識
の
高
揚
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

○
会
の
活
動
方
針

①�

学
校
そ
の
他
団
体
か
ら
の
要
請

に
応
じ
た
森
の
案
内
や
野
外
活

動
等
の
計
画
作
成
及
び
実
施

②�

愛
媛
県
等
の
公
的
団
体
が
実
施

す
る
各
種
関
連
イ
ベ
ン
ト
・
研

修
会
へ
の
参
加

③�

外
部･

内
部
講
師
、
実
践
フ
ィ
ー

ル
ド
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
の
実
施

④�

森
の
案
内
に
関
す
る
情
報
収
集･

調
査

⑤
関
連
諸
団
体
と
の
交
流　

etc

○
会
の
活
動
状
況

　

会
員
相
互
の
親
睦
を
兼
ね
た
月

一
回
の
例
会
で
森
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

の
実
施
。
各
種
団
体
か
ら
の
要
請
に

よ
る
、
え
ひ
め
森
林
公
園
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
自
然
観
察
会
の
チ
ュ
ー
タ
ー

活
動
、
愛
媛
森
林
管
理
署
の
支
援
を

い
た
だ
き
久
万
高
原
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
と
も
に
、
四
国
カ
ル

ス
ト「
ケ
ヤ
キ
平
」遊
歩
道
沿
い
に「
樹

木
名
板
（
杭
）」
の
設
置
。
県
の
受
託

事
業
と
し
て
三
年
間
に
亘
る
、
県
内

に
散
在
す
る
巨
樹
・
名
木
を
訪
ね
調

査
す
る
「
え
ひ
め
の
身
近
な
巨
樹
・

名
木
調
査
事
業
」、
年
間
六
回
構
成
で
、

広
く
一
般
県
民
を
対
象
と
し
た
森
林

環
境
へ
の
入
門
講
座
「
森
へ
の
誘
い

講
座
推
進
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
放
置
竹
林
の
整
備
や
年
一
回
地

域
の
親
子
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
つ
る
ク
ラ
フ
ト
」
の
開
催
、
他
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
共
催
に
よ
る
合

同
イ
ベ
ン
ト
「
自
然
体
験
フ
ェ
ス
タ
」

な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
年
間
を
通
し
て

森
の
交
流
セ
ン
タ
ー
「
県
民
と
森
と

の
ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
樹
木

維
持
管
理
活
動
を
県
と
の
協
定
書

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
活
動

　

当
会
は
一
二
名
の
運
営
員
を
中

心
に
活
動
計
画
を
策
定
し
、
子
供
た

ち
へ
の
森
林
環
境
教
育
へ
の
企
画
・

実
施
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

第
二
の
人
生
森
林
と
の
関
わ
り
を

持
っ
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
熟
年

層
の
皆
さ
ん
と
、
森
林
の
果
た
す
役

割
等
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
知
識
・

技
能
を
磨
き
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動

を
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

自然観察会風景

森への誘い講座風景

　

「
え
ひ
め
森
の
案
内
人
会
」
は
、

平
成
二
〇
年
度
「
四
国
山
の
日

賞
」
（
森
林
環
境
教
育
活
動
の
推

進
部
門
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。




